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雨
傘
運
動
後
に
親
政
府
派
が
力
を
強
め
た

香
港
は
、
な
ぜ
突
然
に
根
深
い
、
長
期
の
危

機
に
襲
わ
れ
た
の
か
。
我
が
国
の
香
港
研

究
者
を
結
集
し
た
本
書
は
、「
逃
亡
犯
条
例
」

改
正
が
大
問
題
と
な
る
過
程
や
、
中
国
と
イ

ギ
リ
ス
と
い
う
二
つ
の
帝
国
の
狭
間
で
揺
れ

動
く
香
港
社
会
、
デ
モ
を
広
げ
た
ネ
ッ
ト
空

間
、
台
湾
と
の
関
係
な
ど
、
生
の
声
を
す
く

い
上
げ
な
が
ら
、
学
術
性
を
損
な
わ
ず
分
析

す
る
論
文
集
。
今
な
お
収
ま
ら
ぬ
香
港
の
状

況
を
読
み
解
く
最
良
の
道
し
る
べ
だ
。

　

著
者
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
改
革
開

放
の
現
状
を
力
強
く
肯
定
し
た
、
現
代
中
国

を
代
表
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
だ
。
そ
ん
な
彼

も
、
今
や
中
国
経
済
の
構
造
転
換
が
「
中
所

得
国
の
罠
」
に
陥
っ
た
と
警
告
し
て
い
る
。

開
発
経
済
学
の
古
典
的
理
論
を
用
い
て
、
中

国
経
済
の
発
展
を
骨
太
に
描
き
出
し
た
本
書

で
は
、
中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
経
済
改

革
、
こ
の
道
し
か
な
い
と
喝
破
す
る
。
短
期

的
な
経
済
刺
激
策
を
優
先
し
た「
反
面
教
師
」

日
本
に
と
っ
て
の
重
い
示
唆
で
も
あ
る
。

新刊案内

香港危機の深層
「逃亡犯条例」改正問題と「一国二制度」のゆくえ
倉田徹／倉田明子・編
東京外国語大学出版会／ 2019 年12月／1600 円＋税

経済学の古典的理論で
中国経済の処方箋を導く

学
術
性
を
保
持
し
つ
つ
、

あ
ら
ゆ
る
香
港
問
題
を
分
析

現代中国経済入門
人口ボーナスから改革ボーナスへ
蔡昉・著／丸川知雄・監訳
東京大学出版会／ 2019 年12月／ 3400 円＋税
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独
立
か
ら
わ
ず
か
二
年
で
内
乱
状
態
と

な
っ
た
南
ス
ー
ダ
ン
、
泥
沼
化
す
る
シ
リ
ア

と
イ
エ
メ
ン
情
勢
、
四
〇
年
暴
力
が
続
く
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
―
―
世
界
で
起
き
る
戦
争
の

ほ
と
ん
ど
は
凄
惨
で
終
わ
り
の
見
え
な
い
内

戦
だ
。
誰
が
参
加
す
れ
ば
和
平
は
軌
道
に
乗

る
の
か
。周
辺
諸
国
や
大
国
の
負
う
責
任
は
。

国
連
は
紛
争
を
解
決
で
き
る
か
。
そ
し
て
、

日
本
に
で
き
る
こ
と
は
何
な
の
か
。
過
度
の

悲
観
や
無
気
力
に
陥
ら
な
い
た
め
の
、
い
く

つ
か
の
視
座
を
提
供
し
て
く
れ
る
良
書
。

　

ル
ワ
ン
ダ
、
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
、
コ
ソ
ボ
、

リ
ビ
ア
、
シ
リ
ア
…
…
。
冷
戦
後
の
国
際
社

会
は
深
刻
な
人
道
危
機
を
次
々
と
目
の
当
た

り
に
し
て
き
た
。
は
た
し
て
、
国
家
主
権
を

前
に
し
て
、
危
機
に
瀕
し
た
人
々
を
救
う
た

め
の
武
力
行
使
は
許
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
問

い
へ
の
一
つ
の
答
え
が
、「
保
護
す
る
責
任
」

と
い
う
考
え
だ
。
本
書
は
、
保
護
す
る
責
任

の
誕
生
・
伝
播
・
実
施
の
段
階
を
包
括
的
に

分
析
し
、
日
本
が
な
し
得
る
貢
献
ま
で
を
も

説
得
的
に
提
起
す
る
。

内戦と和平
現代戦争をどう終わらせるか
東大作・著
中公新書／ 2020 年1月／ 920 円＋税

蹂
躙
さ
れ
た
人
々
を

国
際
社
会
は
救
え
る
か

凄
惨
な
内
戦
が
絶
え
な
い

で
も
決
し
て
絶
望
し
な
い

保護する責任
変容する主権と人道の国際規範
政所大輔・著
勁草書房／ 2020 年1月／ 4000 円＋税
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海
が
姿
を
消
す
。
水
資
源
に
恵
ま
れ
た
日

本
に
い
る
限
り
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
だ

が
、
現
実
で
あ
る
。
大
規
模
な
灌
漑
計
画
に

よ
り
河
川
か
ら
の
流
入
量
が
激
減
し
た
こ
と

で
、
ア
ラ
ル
海
は
急
速
に
縮
小
し
、
人
々
の

生
活
が
脅
か
さ
れ
た
。
長
年
こ
の
問
題
に
向

き
合
い
、
ゼ
ロ
か
ら
活
動
を
立
ち
上
げ
た
筆

者
の
経
験
は
、
こ
の
地
域
に
関
す
る
知
見
や

科
学
的
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、

い
か
に
し
て
現
地
に
歓
迎
さ
れ
な
が
ら
活
動

を
持
続
、拡
大
さ
せ
る
か
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
「
中
川
さ
ん
に
は
ア
ラ
ビ
ア
語
を
や
っ
て
も

ら
い
ま
す
」—

—

著
者
の
外
交
官
人
生
は
、

人
事
課
か
ら
の
こ
の
電
話
で
始
ま
っ
た
。
最

難
関
の
言
語
と
さ
れ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
を
前
に

苦
悶
を
続
け
た
著
者
が
た
ど
り
着
い
た
の

は
、「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
た
め
の
イ
ン
プ
ッ

ト
」
と
い
う
学
習
法
だ
。
日
々
の
業
務
と
並

行
し
て
勉
強
し
、
つ
い
に
は
総
理
通
訳
を
務

め
る
ま
で
に
至
っ
た
著
者
の
学
習
法
は
、
多

く
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
好
個
の

外
国
語
学
習
モ
デ
ル
と
な
ろ
う
。

新刊案内

消えゆくアラル海
再生に向けて
石田紀郎・著
藤原書店／ 2020 年 2月／ 2900 円＋税

途
方
に
暮
れ
た
外
交
官
が

編
み
出
し
た
語
学
術

干上がるアラル海
農学者の貢献いかに

総理通訳の外国語勉強法
中川浩一・著
講談社現代新書／ 2020 年1月／ 840 円＋税
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つ
い
に
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
迎
え
た
英
国
は
、
Ｅ

Ｕ
の
外
に
目
を
向
け
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ

リ
テ
ン
」
を
掲
げ
て
い
る
。
今
後
英
国
は
世

界
で
い
か
な
る
役
割
を
果
た
す
の
か—

—

。

過
去
の
英
国
を
見
る
こ
と
で
、
何
ら
か
の
示

唆
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
が
語

る
一
九
六
〇
〜
八
〇
年
代
の
英
国
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
域
外
へ
の
関
与
の
あ
り
方
を
模
索
し

て
い
た
。衰
退
の
道
を
た
ど
り
な
が
ら
も「
世

界
的
役
割
」
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
た

英
国
の
姿
を
丹
念
に
描
き
出
し
て
い
る
。

　

　
「
ロ
キ
」
の
名
で
ラ
ッ
パ
ー
と
し
て
も
活

躍
す
る
著
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
下
層
階
級
に

生
ま
れ
、
虐
待
、
ア
ル
中
、
ド
ラ
ッ
グ
な
ど

貧
困
に
根
差
す
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
経
験
し
て

育
っ
た
。「
貧
困
問
題
か
ら
貧
困
当
事
者
が

政
治
的
に
排
除
さ
れ
て
き
た
」
と
指
摘
し
、

当
事
者
が
自
発
的
に
行
動
し
主
体
性
を
取
り

戻
す
よ
う
呼
び
か
け
る
。「
二
一
世
紀
の
ラ

デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
」
の
思
想
に
至
る
過
程
を
、

自
ら
の
半
生
と
共
に
た
ど
り
、
政
治
に
対
す

る
個
人
の
力
を
称
揚
す
る
再
生
の
書
。

引き留められた帝国
戦後イギリス対外政策における
ヨーロッパ域外関与、一九六八～八二年
篠﨑正郎・著
吉田書店／ 2019 年12月／ 4500 円＋税

一
時
の
関
心
だ
け
で
は

　貧
困
は
解
決
し
な
い

国力衰退後の英国に
世界が求めた役割とは

ポバティー・サファリ
イギリス最下層の怒り
ダレン・マクガーヴェイ・著／山田文・訳
集英社／ 2019 年 9 月／ 2400 円＋税




